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仙
台
市
小
学
校
長
会
は
、
結
成
以
来
、
小
学
校
教
育
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
そ
の

充
実
・
発
展
の
た
め
、
真
摯
に
研
究
と
実
践
を
重
ね
、
着
実
に
そ
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
八
年
間
、
「
地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
」
を
基
盤
と
し
、
組

織
の
力
を
生
か
し
な
が
ら
、
学
校
復
興
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
さ
ら
に
、
保
護
者

や
地
域
住
民
、
仙
台
市
教
育
委
員
会
と
の
緊
密
な
連
携
を
一
層
強
め
る
と
と
も
に
、
校
長

会
の
英
知
を
結
集
し
て
被
災
校
へ
の
支
援
、
震
災
記
録
集
や
実
践
記
録
集
の
発
刊
、
復
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
、
仙
台
版
防
災
教
育
の
確
立
等
に
邁
進
し
て
き
た
。 

 

こ
れ
ら
の
活
動
を
牽
引
し
た
の
は
、
私
た
ち
校
長
一
人
一
人
の
復
興
に
か
け
る
情
熱
と

全
国
の
校
長
会
か
ら
の
支
援
で
あ
る
。 

 

本
年
度
は
、
「
自
ら
の
使
命
を
自
覚
し
、
未
来
を
見
据
え
、
創
意
あ
る
展
望
と
計
画
の

も
と
、
確
か
な
実
行
力
を
持
つ
校
長
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
「
新
た
な
知
を
拓
き 

人
間

性
豊
か
な
社
会
を
築
く 

日
本
人
の
育
成
を
目
指
す
小
学
校
教
育
の
推
進
」
の
研
究
主
題
の

も
と
、
様
々
な
視
点
か
ら
校
長
の
学
校
経
営
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
校
長
自
身
が
職
責
と
使
命
の
重
大
さ
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、

校
長
会
の
組
織
を
通
し
て
共
助
の
精
神
の
も
と
、
力
を
合
わ
せ
創
意
と
活
力
に
満
ち
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
学
校
経
営
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
取
組
そ

の
も
の
が
、
市
民
の
信
託
に
応
え
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。 

 

私
た
ち
は
こ
こ
に
、
仙
台
市
小
学
校
長
会
と
し
て
会
員
の
総
力
を
結
集
し
、
左
記
事
項

の
実
現
に
全
力
を
傾
注
す
る
こ
と
を
、
第
七
十
一
回
総
会
の
総
意
を
も
っ
て
宣
言
す
る
。 

 

記 
 

一
、
平
成
三
十
一
年
度
「
杜
の
都
の
学
校
教
育
」
の
重
点
事
項
で
あ
る
豊
か
な
心
の
育
成 

 
 

～
命
と
心
を
守
り
育
む
教
育
～
、
健
や
か
な
体
の
育
成
、
確
か
な
学
力
の
育
成
、 

 
 

防
災
対
応
力
の
育
成
に
努
め
る
。 

一
、
教
育
諸
条
件
の
さ
ら
な
る
整
備
・
充
実
を
図
り
、
「
地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
」
を 

 
 

基
盤
と
し
、
学
校
教
育
目
標
の
具
現
に
努
め
る
。 

一
、
「
仙
台
市
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
」
を
踏
ま
え
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
、 

 
 

未
然
防
止
に
努
め
る
。 

一
、
学
校
が
全
て
の
児
童
に
と
っ
て
安
心
で
き
、
自
己
有
用
感
・
自
己
肯
定
感
を
高
め
る 

 
 

楽
し
い
学
び
の
場
と
な
る
よ
う
不
登
校
の
未
然
防
止
に
努
め
る
。 

一
、
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
、
被
災
児
童
の
心
の
ケ
ア
と
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に 

 
 

し
な
が
ら
「
仙
台
自
分
づ
く
り
教
育
」
及
び
「
仙
台
版
防
災
教
育
」
の
一
層
の
推
進 

 
 

に
努
め
る
。 

一
、
新
し
い
時
代
に
必
要
な
児
童
の
資
質
・
能
力
育
成
の
た
め
に
、
「
社
会
に
開
か
れ
た 

 
 

教
育
課
程
」
に
基
づ
き
、
組
織
的
か
つ
計
画
的
に
教
育
活
動
の
質
の
向
上
に
努
め
る
。 

一
、
望
ま
し
い
食
習
慣
・
運
動
習
慣
・
生
活
習
慣
の
確
立
を
図
り
、
児
童
の
健
や
か
な
体 

 
 

の
育
成
に
努
め
る
。 

一
、
児
童
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
努
め
る
。 

一
、
教
職
員
の
精
神
的
負
担
を
軽
減
し
、
多
忙
感
の
解
消
を
図
る
こ
と
で
、
教
職
員
が 

 
 

児
童
と
向
き
合
え
る
体
制
を
整
え
る
。 

一
、
校
長
自
ら
が
研
鑽
し
、
学
校
経
営
の
責
任
者
と
し
て
教
職
員
の
専
門
性
を
高
め
、 

 
 

資
質
・
能
力
の
向
上
に
努
め
る
。 

一
、
全
国
連
合
小
学
校
長
会
、
東
北
連
合
小
学
校
長
会
、
並
び
に
指
定
都
市
小
学
校
長
会 

 
 

と
の
連
携
を
推
進
し
、
共
通
の
諸
課
題
の
解
決
及
び
情
報
の
発
信
に
努
め
る
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平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仙
台
市
小
学
校
長
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第
七
十
一
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総
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